
 



 
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

～講評～ 

１ 確率 

さいころを用いた試行の確率。（１）は基本レベルで、（２）は標準レベル。 

２ 積分と不等式 

積分の不等式の証明問題。非常に慈恵らしい出題となっている。（１）（２）はヒントで基本的。（３）の証明はなかな

か考えさせるので、時間を考えると片側の証明ができればよいだろう。 

３ 双曲線 

双曲線と円の位置関係についての条件から、不定方程式の解を求める。素数という条件をどのように使うか考えるところ

であるが、最終的に割り切って調べ上げていくタイプの問題。 

４ 複素数平面 

今回の出題の中では最も方針が立てやすく、計算中心の内容となっている。確実性を考えると、この問題からやっていく

べきであったかもしれない。 

 

慈恵会医科大学の出題としては標準的な難易度となっている。(もちろん簡単という意味ではない) 5割強を目標としたい。 

 


